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議 案
23 令和６年度教育委員会の活動状況報告書について

保 健 体 育 課 長 山 本 晃 司
社 会 教 育 課 長 穴水 美奈子

玄 間 修

人 事 管 理 監 佐 藤 雄 二

総 務 課
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全国高校総体推進室長 平 子 順 一 主 査 小 池 涼 子

傍 聴 人 ０

報 道 ０

会 議 要 旨

議案第２５号及び第２６号「県議会に提出する予定案件について」は、今後知事又は議会な
ど関係機関と協議等を必要とする事項であり、議案第２７号「大村智自然科学賞選考委員会
委員の委嘱・任命について」は、附属機関の委員の委嘱に関する案件であり、報告事項５
「小中学校特例任用校長の設置について」は人事に関する案件である旨教育長から発言があ
り、出席委員全員が了承のうえ非公開とした。

【原案どおり決定】
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［説明］ 教育企画室

松 坂 委 員 アンケートの回答を集計している項目と客観的な内容から判断している項目
がありますが、例えば「NO.8幼児期における質の高い教育の推進」の項目に
ついては、カリキュラムの評価や改善について客観的に判断しづらいのでは
ないかと思います。
客観的な数値に基づいた方が結果がエビデンスとして残り、問題点が見えて
くるといった改善にもつながるため、客観的な判断が難しいような項目はで
きるだけ排除したほうがよいと思います。

岩 出 課 長 教育振興基本計画は教育委員にもアドバイスをいただいて令和５年度に策定
いたしました。点検・評価表につきましては、教育委員会だけでなく他部局
に関係するものもあり、当初５０項目以上あったものを本当に必要な項目か
どうか議論して現在の項目数に絞った経緯があります。
各委員からはもっと絞るべきという意見もありましたが、行政が取り組む以
上、点検・評価の必要もあり、現在の項目数となっております。
指標の中にはこれを達成して何につながるのかが一見不明なものもあるの
で、この指標を達成することで今後どのようになっていくのかというストー
リー性をもたせることも重要であり、その視点も入れながら指標を決めさせ
ていただきました。

教 育 長 ほとんどの項目はアンケートや調査結果に基づいておりまして、かなり議論
して改善されてきたようです。

岩 出 課 長 以前はマイナスの実績値が出る項目がありましたが、現実的なもの、客観的
な判断ができるものを関係課に考えていただきました。

松 坂 委 員 分かりました。
できるだけ客観的なエビデンスに基づくという考え方で取り組んでいただけ
たらと思います。

橋 本 委 員 「NO.12キャリア教育の推進」の項目ですが、高校は進捗状況が〇になって
いますが、小学校は△、中学校は×になっています。
キャリア教育は小中学校の小さい頃から意識して体験したり、情報を与えた
りすることが重要ではないかと感じています。
先日訪問した笛吹高校では、高校生が地域の中学生に探究学習の楽しさを伝
えたり、一緒に活動する時間を設定しているという話がありました。
小中学校においては高校との連携など、早いうちからキャリアについて学ぶ
機会を作ってあげるということを意識してほしいなと思いました。

24 「山梨県教育振興基本計画」の目標となる指標の進捗状況について

中 村 委 員 6ページの「教育ＤＸの推進」の項目で、実績値が記載されていないところ
がありますがこれはどういうことですか。

石 原 室 長 国の調査結果の公表待ちでありまして、１１月に公表予定となっておりま
す。

教 育 長 義務教育課長、このことについていかがでしょうか。

望 月 課 長 キャリア教育については、小学校では総合的な学習の時間の中でふれたり、
中学校では職業体験を実施しているところもあります。
今後も引き続き、地教委を通じてキャリア教育について周知していきたいと
考えています。

教 育 長 先日の新聞に、韮崎工業高校において小学生等を対象にしたものづくり教室
を開いたと紹介がありました。ものづくりの楽しさを伝えるイベントだった
ようです。

橋 本 委 員 小さいうちからたくさんの経験をさせてあげてほしいと思います。
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［説明］ 総務課

（非公開：会議の要旨）

第 号
［説明］ 高校教育課

（非公開：会議の要旨）

第 号
［説明］ 高校教育課

（非公開：会議の要旨）

２
小中学校特例任用校長の設置について
［説明］ 義務教育課

（非公開：会議の要旨）

３ な　　し

〔　教育長閉会宣言　〕　

以　　　上

その他報告

中 村 委 員 分かりました。

【原案どおり決定】

　大村智自然科学賞選考委員会委員の委嘱・任命について、委員会の設置目的や委員の
要件等に関する説明、委嘱・任命する委員名簿の提示があり、全委員の賛同により原案
どおり決定された。

【原案どおり決定】

(5)

【 了 知 】

　公立小中学校における特例任用校長の設置について、制度の導入理由、対象者、選考
方法、配置等の説明があり、全委員により了知された。

25 県議会に提出する予定案件について

　県議会に提出する予定案件について、令和７年度９月補正予算の概要の説明を受け、
全委員の賛同により原案どおり決定された。

【原案どおり決定】

26 県議会に提出する予定案件について

　県議会に提出する予定案件について、条例改正の説明を受け、全委員の賛同により原
案どおり決定された。

【原案どおり決定】

27 大村智自然科学賞選考委員会委員の委嘱・任命について

報 告 事 項
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